
全
自
交
東
京
地
連
２
０
２

３
春
闘
は
、
昨
年
の
運
賃
改

定
に
よ
る
増
収
や
、
物
価
高

を
背
景
に
期
待
を
掛
け
て
挑

ん
だ
も
の
の
、
４
月
末
時
点

で
は
大
手
４
労
・
三
交
労
だ

け
の
妥
結
が
報
告
さ
れ
た
と

こ
ろ
だ
。
１
月
に
開
催
さ
れ

た
「
全
自
交
労
連
第
１
０
１

回
中
央
委
員
会
」
と
、
２
月

に
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２
３

関
東
地
連
・
東
京
地
連
春
闘

討
論
集
会
」
と
同
日
行
わ
れ

た
東
京
地
連
中
央
委
員
会
に

お
い
て
、
今
春
闘
に
取
り
組

む
に
あ
た
っ
て
の
方
針
が
確

立
さ
れ
、
要
求
書
提
出
と
回

答
指
定
日
の
日
程
な
ど
と
、

統
一
要
求
書
は
第
１
回
中
央

委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
だ
が
、
三
権
投
票
を
高
率

で
確
立
す
る
こ
と
の
重
要
性

も
、
全
て
の
加
盟
単
組
で
意

思
統
一
を
図
っ
て
取
り
組
み

を
開
始
し
て
い
る
。

し
か
し
、
運
賃
改
定
前
後

に
中
小
労
組
に
対
し
て
賃
率

を
下
げ
る
な
ど
の
、
不
利
益

変
更
の
申
し
入
れ
が
経
営
側

か
ら
出
さ
れ
た
。
東
京
地
連

書
記
局
は
全
自
交
労
連
本
部
、

東
京
共
同
法
律
事
務
所
と
連

携
し
対
応
に
あ
た
っ
た
。
ま

た
、
団
体
交
渉
に
も
同
席
し

使
用
者
側
に
対
し
、
運
賃
改

定
の
目
的
は
、
労
働
環
境
改

善
に
充
て
る
こ
と
な
ど
、
改

め
て
そ
の
主
旨
を
改
め
て
説

明
し
た
。
現
在
も
交
渉
が
進

め
ら
れ
難
航
し
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
る
。

一
般
の
大
手
春
闘
で
は
、

「
満
額
回
答
」
で
応
じ
る
企

業
な
ど
軒
並
み
高
水
準
で
の

妥
結
が
相
次
ぎ
、
長
年
続
い

て
き
た
賃
金
低
迷
を
脱
す
る

可
能
性
を
期
待
さ
せ
る
結
果

と
な
っ
た
。
し
か
し
私
た
ち

ハ
イ
タ
ク
産
業
は
コ
ロ
ナ
禍

で
営
業
収
入
が
激
減
し
一
時

の
増
収
で
事
業
者
が
浮
か
れ

て
い
ら
れ
る
ほ
ど
、
甘
く
は

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

23
春
闘
で
企
業
側
は
、
昨

の
運
賃
改
定
を
根
拠
に
、
賃

金
の
引
き
下
げ
や
一
時
金
の

引
き
下
げ
、
廃
止
な
ど
逆
提

案
を
し
て
き
て
い
る
。
国
土

交
通
省
が
認
可
し
た
タ
ク
シ
ー

運
賃
改
定
の
主
旨
を
大
き
く

逸
脱
し
た
提
案
だ
。
ま
だ
未

妥
結
の
単
組
で
の
団
交
が
佳

境
に
入
っ
て
い
る
が
、
良
い

回
答
が
引
き
出
せ
る
よ
う
、

交
渉
団
は
全
組
合
員
と
一
致

団
結
し
奮
闘
し
て
頂
き
た
い
。
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２０２３春闘

コ
ロ
ナ
過
終
息
の
兆
し
・
運
賃
改
定
を
背
景
に

２
０
２
３
春
闘

大
手
４
組
合
妥
結

全
自
交
東
京
地
連
は
、
約
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
、
低
賃
金
に
耐
え
て
き
た
。
減
収
分
の

回
復
を
求
め
る
と
同
時
に
、
急
激
な
物
価
上
昇
で
安
定
し
た
生
活
が
維
持
で
き
な
い
。
23
春
季

生
活
闘
争
で
は
、
賃
金
の
「
底
上
げ
」
他
産
業
と
の
「
格
差
是
正
」
を
強
く
求
め
る
。
賃
上
げ
を

し
な
い
限
り
人
材
不
足
改
善
ど
こ
ろ
か
、
他
産
業
へ
の
人
出
流
出
が
加
速
す
る
。



5
月
9
日
（
火
）
、
東
京

ハ
イ
タ
ク
労
働
団
体
の
見
須

一
隆
代
表
（
全
自
交
東
京
地

連
、
交
通
労
連
、
私
鉄
総
連
、

中
労
協
7
名
出
席
）
は
、
東

京
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協

会
（
5
名
出
席
）
に
「
東
京

地
域
の
タ
ク
シ
ー
が
直
面
す

る
諸
課
題
7
項
目
」
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

経
営
側
代
表
の
武
居
利
春

副
会
長
は
、
大
坂
維
新
の
会

の
党
第
一
公
約
の
中
に
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
解
禁
と
い
う
話
が

出
て
問
題
視
し
て
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
、
ま
た
、
乗
務

員
供
給
不
足
に
対
し
て
、
各

方
面
か
ら
タ
ク
シ
ー
業
界
に

つ
い
て
利
便
性
を
含
め
た
論

議
が
あ
り
イ
コ
ー
ル
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
解
禁
と
直
結
さ
れ

て
い
る
実
態
が
あ
る
。
東
タ

ク
協
は
ど
う
対
応
で
き
る
の

か
議
論
し
て
い
く
と
話
さ
れ
、

労
働
側
見
須
一
隆
代
表
（
全

自
交
東
京
地
連
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
5
類
移
行
で
、
人
流

が
変
わ
り
い
ろ
ん
な
事
業
形

態
が
変
わ
る
中
、
労
働
組
合

と
し
て
も
新
し
い
考
え
を
持

ち
な
が
ら
、
労
使
一
体
に
な
っ

て
努
力
し
て
い
く
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。
要
請
7
項
目
は
、

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合
法
化
阻

止
」
「
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
に
対
す
る

厳
格
な
対
応
」
「
活
性
化
の

施
策
創
設
に
あ
た
り
、
現
場

乗
務
員
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

「
様
々
な
運
賃
の
撤
廃
や
見

直
し
」
「
三
多
摩
地
区
の
交

通
圏
統
合
」
「
運
賃
改
定
時

の
賃
金
・
労
働
条
件
改
悪
の

撤
廃
」
を
直
井
幸
男
事
務
局

長
（
全
自
交
東
京
地
連
）
が

要
請
項
目
を
解
説
し
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
を
通
じ
て

要
請
が
前
進
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

４
月
13
日
（
木
）
、
東
部

地
区
連
は
第
２
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
東
京
地
連
よ
り
久

我
書
記
次
長
に
起
こ
し
頂
き
、

７
単
組
64
名
16
チ
ー
ム
で
優

勝
と
東
京
地
連
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
出
場
権
を
目
指
し
、
選

手
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
力

を
競
い
合
い
熱
気
あ
ふ
れ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
結
果

は
帝
都
労
組
墨
田
支
部
が
優

勝
、
準
優
勝
は
日
交
労
千
住

支
部
A
、
三
位
は
日
交
労
千

住
支
部
B
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
も
、
東
部
地
区

連
文
化
活
動
の
交
流
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
た

ち
に
と
っ
て
も
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

4
月
25
日
（
火
）
、
三
多

摩
地
区
連
上
辻
議
長
は
、
山

梨
県
都
留
市
に
あ
る
西
東
京

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
三
多
摩

地
区
連
第
8
回
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

日
交
労
の
溝
上
執
行
委
員
長

を
は
じ
め
、
大
和
自
交
労
組

の
森
合
執
行
委
員
長
、
東
京

地
連
か
ら
本
田
書
記
次
長
や

中
央
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん

共
済
の
来
賓
が
参
加
い
た
だ

き
、
総
勢
52
名
で
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
上
辻
議
長
、

来
賓
の
方
々
が
あ
い
さ
つ
後
、

7
組
が
そ
れ
ぞ
れ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
・

Ｉ
Ｎ
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
プ
レ
ー
後
に
は
食

事
や
ド
リ
ン
ク
を
楽
し
み
な

が
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
非

常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
文
化
活
動
を
通
じ
て

三
多
摩
地
区
連
に
集
う
組
合

員
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

優
勝
は
城
所
和
雄
さ
ん
（
京

自
労
つ
つ
じ
ヶ
丘
支
部
）
、

準
優
勝
は
冨
澤
茂
樹
さ
ん

（
三
交
労
大
和
交
通
保
谷
支

部
）
、
3
位
に
は
井
出
一
郎

さ
ん
（
京
自
労
吉
祥
寺
支
部
）

で
し
た
。
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東
部
地
区
連

東タク協に7項目要望・意見交換４
月
29
日
（
土
・
祝
）
、

第
94
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会

を
東
京
・
代
々
木
公
園
に
お

い
て
全
自
交
東
京
地
連
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
で
動

員
を
掛
け
、
約
２
４
０
人
の

参
加
、
全
体
で
２
万
８
５
０

０
人
の
働
く
仲
間
や
そ
の
家

族
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

中
央
式
典
は
、
杉
浦
賢
次

中
央
実
行
副
委
員
長
（
連
合

東
京
会
長
）
に
よ
る
開
会
宣

言
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代

表
し
て
芳
野
友
子
中
央
実
行

委
員
長
（
連
合
会
長
）
が
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
政
府
を

代
表
し
て
岸
田
文
雄
内
閣
総

理
大
臣
、
労
働
行
政
を
代
表

し
て
加
藤
勝
信
厚
生
労
働

大
臣
、
メ
ー
デ
ー
中
央
大

会
を
後
援
し
て
い
る
東
京

都
よ
り
小
池
百
合
子
知
事

が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
三
多
摩
メ
ー
デ
ー

は
、
１
万
２
０
０
０
人
が

結
集
、
労
働
者
の
祭
典
が

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
第
二

部
の
芸
能
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

全
盲
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

「
穴
澤
雄
介
」
さ
ん
の
演
奏
、

完
熟
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
コ
ン
ト
、

各
テ
ン
ト
で
の
模
擬
店
出
店
、

こ
ど
も
広
場
の
ラ
リ
ー
カ
ー

展
示
等
、
様
々
な
催
し
物
で

盛
り
上
が
り
、
大
抽
選
会
で

は
さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。
全
自
交
東
京
地
連

か
ら
大
和
自
交
労
組
・
日
交

労
・
京
自
労
・
三
交
労
の
60

名
が
参
加
し
ま
た
。

地
区
連
絡
会
議

活
動

支
え
合
い
・
助
け
合
う
社
会
を
つ
く
り
、
く
ら
し
を
ま
も
る

三
多
摩
地
区
連

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
め
ざ
し

力
を
合
わ
せ
、
と
も
に
進
も
う

東タク協武居副会長に要請書を手渡す見須代表

第
94
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
、
２
０
２
３
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
、

４
年
ぶ
り
に
規
模
を
戻
し
、
盛
大
に
開
催

２０２３連合三多摩メーデー

第９４回メーデー中央大会

スローガン

東京ハイタク労働団体要請


